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は
じ
め
に

第
一
章
　
儒
家
と
道
家
の
水
の
思
想

第
一
節
　
儒
家
の
水
の
思
想

第
二
節
　
道
家
の
水
の
思
想

第
二
章
　
諸
子
の
書
な
ど
に
見
え
る
水
の
思
想

第
一
節
　『
墨
子
』
―
―
戦
争
と
水

第
二
節
　『
荀
子
』
―
―
水
は
努
力
・
人
民
・
始
原
の
象
徴

第
三
節
　『
呂
氏
春
秋
』
―
―
水
徳
王
朝
の
理
論
か
ら
水
の
俚

諺
ま
で

第
四
節
　『
管
子
』
―
―
統
治
の
原
理
と
河
川
の
管
理

第
五
節
　『
列
子
』
―
―
水
の
寓
話
と
道
の
思
想

第
六
節
　『
韓
非
子
』
―
―
戦
争
の
手
段
、
為
政
の
戒
め

第
七
節
　『
淮
南
子
』
―
―
水
の
思
想
の
宝
庫

第
八
節
　『
説
苑
』
―
―
統
治
術
に
関
す
る
教
訓

第
三
章
　
経
書
に
見
え
る
水
の
思
想

第
一
節
　『
周
易
』
―
―
水
に
か
か
わ
る
占
断

第
二
節
　『
尚
書
』
―
―
大
川
を
渡
る
困
難
の
比
喩
と
実
際

第
三
節
　『
詩
経
』
―
―
詩
歌
の
舞
台
と
な
っ
た
河
川

第
四
節
　『
周
礼
』
―
―
川
沢
や
水
路
の
管
理
と
官
職

第
五
節
　『
儀
礼
』
―
―
士
か
ら
王
ま
で
の
各
種
の
儀
式

第
六
節
　『
礼
記
』
―
―
礼
の
細
則
や
理
論

第
七
節
　『
春
秋
左
氏
伝
』
―
―
大
川
、
大
水
、
大
雨
、
大
雩

の
記
事

第
八
節
　『
爾
雅
』
―
―
水
に
か
か
わ
る
語
彙
の
解
説

　
注

　
図
版
一
覧

　『
中
国
の
水
の
思
想
』
初
出
一
覧

　
あ
と
が
き

【
著
者
略
歴
】
一
九
三
八
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科
卒
業
、
同
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
比
較
文
学
比
較
文
化
博
士
課
程
単
位

取
得
満
期
退
学
。
文
学
博
士
。
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
助
手
、助
教
授
、教
授
、現
在
、東
京
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
中
国
思
想
、と
く
に
老
荘
思
想
、

道
教
。
著
書
に
『
中
国
の
思
惟
』（
法
蔵
選
書
、
法
藏
館
。
の
ち
『
中
国
的
思
考
』
と
改
題
し
講
談
社
学
術
文
庫
）、『
老
荘
を
読
む
』『
孔
子
　
中
国
の
知
的
源
流
』

（
と
も
に
講
談
社
現
代
新
書
）、『
金
代
道
教
の
研
究
　
王
重
陽
と
馬
丹
陽
』『
金
元
時
代
の
道
教
　
七
眞
研
究
』（
と
も
に
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
お
よ
び
汲
古

書
院
）、『
中
国
の
不
思
議
な
物
語
　
夢
と
幻
想
・
寓
意
譚
』（
同
文
書
院
）、『
中
国
思
想
と
は
何
だ
ろ
う
か
』（
河
出
書
房
新
社
）、『
荘
子
＝
超
俗
の
境
へ
』（
講

談
社
選
書
メ
チ
エ
）、『
図
解
雑
学
　
老
子
』（
ナ
ツ
メ
社
）、『
老
子
探
究
　
生
き
つ
づ
け
る
思
想
』（
岩
波
書
店
）、『
中
国
の
水
の
物
語
　
神
話
と
歴
史
』（
法
藏
館
）、

訳
書
に
『
老
子
』（
岩
波
文
庫
）
な
ど
が
あ
る
。

水
の
よ
う
に
生
き
る
│
―
。

人
生
の
は
か
な
さ
や
自
由
な
あ
り
方
な
ど
、

様
々
に
喩
え
ら
れ
る
「
水
」。
儒
教
の
経
典
や

諸
子
百
家
の
著
作
の
「
水
」
に
関
す
る
記
事
か

ら
、
中
国
古
代
の
人
々
が
「
水
」
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
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